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次世代のデジタル補綴
─ノンクラスプデンチャーの臨床革新

義歯床用熱可塑性レジン

アクリトーン ディスク

　歯科業界において、審美性と機能性を兼ね
備えた「ノンクラスプデンチャー」は、患者
満足度の高い治療オプションとして定着して
いる。そのなかでも、デジタル技工（CAD/
CAM）の進歩により注目を集めているのが
義歯床用熱可塑性レジン「アクリトーン ディ
スク」（デンケン・ハイデンタル：図１）で
ある。

　本稿では、アクリトーン ディスクの特性
やそれを用いた製作工程、そして従来のアナ
ログ手法（射出成形法など）との決定的な違
いについて詳しく解説する。

アクリトーン ディスクの
製品特性

　アクリトーンは、ポリアミド（ナイロン）
系素材の利点と、従来のアクリル樹脂（レジ
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図❶　左：義歯床用熱可塑性レジン「アクリトーン ディスク」。右：
歯科切削加工用レジン材料「ブリージョ ハイブリッドレジンディスク」

（ともにデンケン・ハイデンタル）
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ン）の利点を融合させた、次世代の熱可塑性
弾性重合体である。これを工場での製造段階
で高密度に圧縮し、均質なディスク状に成形
したものがアクリトーン ディスクである。
１．物理的特性：適度な剛性と弾性

　従来のノンクラスプ用素材は軟らかすぎる
ことで咬合支持が不足したり、硬すぎること
で着脱が困難になったりするという課題が
あった。
　しかし、アクリトーンは、義歯床として必
要な剛性を維持しつつ、アンダーカットを利
用するウィング部分には適度な弾性を発揮す
る。これにより、咀嚼効率を落とさずに、患
者にとって快適な装着感を提供できる。
２．化学的特性：低吸水性と表面性

　本製品は分子構造が非常に緻密であり、口
腔内での吸水が極めて少ない。これは、長期
間の使用においても義歯の変色や異臭の発生
を抑制し、表面の滑沢性を維持することに直
結する。
３．最大のメリット：修理・リベースの容易

性

　多くのノンクラスプ用ナイロン樹脂は、
チェアーサイドでの即時重合レジンとの接着
が困難であり、適合不良が起きた際のリベー

スや、増歯などの修理が実質不可能であった。
しかし、アクリトーンはアクリル系樹脂であ
るため、化学的接着が得やすく、「修理や調
整が可能」という、義歯臨床における極めて
重要な利点をもっている。

デジタルワークフローによる
義歯製作のプロセス

　本製品を使用した義歯製作は、口腔内ス
キャナー（IOS）から始まるデジタルワンス
トップのフロー（フルデジタルワークフロー）
を可能にする（図２）。
ステップ１ デジタル印象採得とデータ管

理

　口腔内スキャナー（IOS：オーラルスキャ
ナなど）を用いて、残存歯および欠損部のス
キャンを行う 。
▪精度管理：デジタルデータによる印象採得
は、従来の印象材のような硬化収縮や変形の
リスクがほとんどない 。
▪データ管理：クラウドベースのソフトウェ
アを使用することで、歯科医院と歯科技工所
間でのスムーズな連携が可能となる。
ステップ２ CADデザイン（設計）

　専用の CAD ソフトウェアを用い、義歯の
設計を行う。

図❷　デジタルワークフローに基づく義歯の製作工程

口腔内スキャナー（IOS） デザイン ミリング プリント
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▪�維持装置の最適化：ウィングの厚みを0.1
㎜単位で調整できるため、破折リスクを抑
えながら審美性を追求できる。
▪�プレビュー共有：術後のイメージを患者と

画面上で共有し、インフォームド・コンセ
ントにも活用可能である 。
ステップ３ CAM（ミリング加工）

　設計データに基づき、ミリングマシンが義
歯床をアクリトーン ディスクから直接削り
出す。
▪�適合性の向上：重合収縮誤差がほぼゼロで

あるため、口腔内での調整時間が大幅に短
縮される。
▪�強度の安定：加熱融解を繰り返すアナログ

手法とは異なり、材料が本来もつ物性を
100% 引き出すことができる。

ステップ４ 床と人工歯とレストの接着お
よび仕上げ研磨
　アクリトーン ディスクをミリングした床
部分と、ブリージョ ハイブリッドレジンディ
スク人工歯、そしてプリントしてメタルと
なったレストを接着する。その際、プライマ
ー処理をしたのちに専用接着材のティース
ロックボンド（デンケン・ハイデンタル）を
使用し、即時重合レジンのような感覚で接着
を行う。このティースロックボンドは即時重
合レジンのような変色がなく、耐久性に優れ
ている（図３）。
　すべての接着後に最終的な研磨を行う。本
製品は、従来のノンクラスプデンチャーの研
磨に必要とされる熟練した研磨技術を要さず、
研磨効率に優れているため、短時間で高い光
沢を得られる（図４）。

図❸　床や人工歯、レストの接着を行う際に筆者が用いているボンディング材料

a：プリント模型用分離剤
（ウルトラセップ／デンタ
リード）

b：接着強度を上げるため
のプライマー（ボンドマ
ーライトレスⅡ／トクヤ
マデンタル）

c：メタルレストと床のボ
ンディング材（セラマー
ジュアップ／松風）

d：床と人工歯のボンディ
ング材（ティースロック
ボンド／デンケン・ハイ
デンタル）

図❹　研磨後、完成したノンクラスプデンチャー
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アナログ（射出成形法）と
デジタル（ディスク切削法）の比較

　従来のノンクラスプデンチャー製作（アナ
ログ）と、アクリトーン ディスクによる製
作（デジタル）の決定的な違いを表１、図５
にまとめる。

臨床における
デジタル連携の優位性

　アクリトーン ディスクを活かすには、「ス

ムーズなデータ連携」が不可欠である。
１．インプレッションスキャン機能の活用

　深い歯肉縁下の症例や、スキャナーが不
得意とする部位がある場合、シリコーン印
象の一部をスキャンしてマッチングさせる

「Impression Scan」機能が有効である 。こ
れにより、本製品の精密な切削技術を最大限
に発揮できる。

表❶　アナログ（射出成形法）とデジタル（ディスク切削法）の比較①

評価項目 アナログ（射出成形法） デジタル
（ディスク切削法：アクリトーンディスク）

製作精度 印象材の変形や石膏模型の膨張、重合
収縮の影響を受ける

デジタルスキャンと切削により、全工程
で誤差が最小化される

材料の均一性 加熱溶融時の気泡混入や熱劣化の可能
性がある

工場管理された高密度のディスクを使用
するため、物性が極めて安定している

修理・補修 多くの素材でレジンとの接着が困難。
修理＝作り直しとなることが多い

アクリル系のためレジン接着が可能。リ
ラインや増歯が容易である

再現性 紛失時は再印象からやり直し。まった
く同じものを作るのは困難

データがクラウド保存されているため、
迅速に「同一の予備」を製作できる

技工時間 埋没や脱ロウ、射出といった煩雑な工
程を要する

設計後は全自動ミリングが可能であり、
歯科技工士の負担を軽減できる

図❺　アナログ（射出成形法）とデジタル（ディスク切削法）の比較②
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２．再現性の向上
　義歯の紛失や破折は高齢患者において頻繁
に発生する。デジタルワークフローでは、過
去の設計データを利用して、前回の適合状態
をそのまま再現した義歯を即座に提供できる。
これは、通院回数の低減と患者の QOL 維持
において極めて大きなメリットとなる。

実際の適用例

▪�症例１：６欠損で対合歯である６が挺出気
味であったため、床やアームの部分の噛み
込みに注意し、破折しないような強度を担
保しながら調整しつつ製作した（図６）。
▪��症例２：６部に適用。患者が初めてのデン

チャーということもあり、違和感が少なく
なるよう意識して、床の厚みや大きさなど
強度を担保しながら小さく薄くして製作し
た（図７）。

◉
　本稿で述べたように、アクリトーン ディ
スクを用いたデジタルノンクラスプデンチャ
ーは、従来のノンクラスプデンチャーが抱え
ていた「審美性と引き換えに機能性や修理対
応が制限される」という課題を大きく改善す
る可能性を有している。デジタル印象による
高精度なデータ取得と、工業的に均質化され
た材料を用いた切削加工の組み合わせは、補
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宏栄マンション 2階
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図❻　症例１。６部に適用。対合歯に注
意し、強度を担保しながら製作した

図❼　症例２。６部に適用。初めてのデ
ンチャーということで違和感が少なくな
るように小さく薄くして製作した

綴装置の精度・再現性・作業効率のいずれに
おいても高い水準を実現する。
　一方で、臨床においては設計に起因するト
ラブルも認められており、とくに支持構造の
付与や応力分散を考慮した設計の重要性が再
認識された。デジタル技術の導入により加工
精度が向上した現在においても、最終的な補
綴装置の成否は設計に大きく依存するため、
歯科技工士の設計能力はこれまで以上に重要
な要素となる。
　今後は症例の蓄積と長期経過の検証を通じ
て、より明確な設計指針の確立が求められる。
また、AI による設計支援やマルチレイヤー
材料の発展により、デジタルデンチャーの精
度および適応範囲はさらに拡大していくと考
えられる。
　アクリトーン ディスクは単なる新規材料に
留まらず、歯科医師・歯科技工士・患者の三
者にとっての治療価値と生産性を同時に向上
させるプラットフォームとなり得る存在であ
る。今後のデジタル歯科医療の発展において、
その中核を担う材料の一つとして注目される。




